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11．馬術部倉庫裏周辺排水改善対策工事に伴う立会調査

調査地区 吉田構内Ｍ－７区

調査面積 20㎡

調査期間 令和４年３月２日

調査担当 横山成己

調査結果

令和３年度後半、学生支援部と共同獣医学部の

連名で、吉田構内北端部に位置する体育会馬術部

厩舎北東側に排水溝を新設する工事計画が立案さ

れた（図29）。馬場と南西に設けられている厩舎とは

約２ｍの高低差があり、降雨時に馬場法面を通じて

厩舎周囲に雨水が溜まることが原因であった。

構内北端部にある馬術部および自動車部敷地

は、姫山から南西に派生する丘陵谷筋の一つに設

けられており、谷筋南東丘陵の北西斜面の立会調

査以外にさしたる調査歴もないことから、小規模な
註1

掘削でも地下の様相を確認する必要があると判断さ

れたため、掘削時に立会調査を実施することが第３

回埋蔵文化財資料館専門委員会（12月３日（月）～

メール審議）にて諮られ、承認された。

馬場南西法面については、除草後にバックホー

バケットおよびランマープレートにより転圧がかけら

れたことから、土層断面は観察できなかった。周辺

地形からみて馬場南西部は盛土による嵩上げが行

われている可能性が高い。排水溝底面部は現地表

下25㎝の掘削が行われたが、盛土内に止まった（図

30、写真82）。

当谷筋の北西丘陵部南東斜面には、７基からな

る日吉神社横穴墓群のうち６基が分布している。谷

筋については、本学により構内造成時に大規模な

土地改変が施されたと思われるが、遺構が分布して

いる、または遺物が流入している可能性を残してい

る。当地周辺における工事計画には引き続き慎重

な対応が必要である。

【註】
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第３節 小串構内（山口大学医学部構内遺跡）の調査

１．医学部附属病院多用途型トリアージスペース整備事業（本体工事）に伴う立会調査

調査地区 小串構内外来診療棟南東側空閑地

調査面積 170㎡

調査期間 令和３年６月10日

調査担当 横山成己

調査結果

令和２年度末に、小串構内外来診療棟南東空閑

地に多用途型トリアージスペースを新営する事業計

画が提出された（図31）。計画地点は、小串構内の

東を南西に流れる真締川に隣接していることから、

氾濫原であり埋蔵文化財が遺存する可能性は低い

と思われたが、小串構内の広範囲において確認さ

れている近世の耕地化に伴う客土の存否を確認す

る必要があることから、令和２年度第５回埋蔵文化

財資料館専門委員会（令和３年３月31日（水）開催）

にて立会調査の実施が諮られ、承認された。

調査の結果、現地表下230㎝まで造成土であるこ

とが確認されたが、その直下に近世の客土である明

青灰色(5PB7/1)砂質シルトが存在することが明らか

となった。不安定な地盤を耕地化するためか、客土

は他地点より厚く設けられており、現状で50㎝以上

の厚みを有することが確認できた。安全確保のた

め、調査は南壁の一部の断面精査にとどめたが、

十分な成果を得るに至った。

小串構内（山口大学医学部構内遺跡）の調査
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図 31　調査区位置図

写真83　調査区南壁土層断面 （西から）図 32　土層断面柱状図
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